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令 和 66 年 度

那 珂 市 施 政 方 針

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
施
行
以
来
の
ま

ち
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
未
来
に
向
け
て

飛
躍
で
き
る
よ
う
将
来
の
那
珂
市
を
考
え

る
機
会
と
す
る
べ
く
記
念
式
典
の
開
催
を

は
じ
め
、
各
種
事
業
を
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
関
係
各

位
の
ご
支
援
を
賜
り
な
が
ら
、
市
政
運
営

に
誠
心
誠
意
努
め
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
、
令
和
５
年
３
月
に
策

定
し
た
「
第
２
次
那
珂
市
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
本
市
の
発
展
の

た
め
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。
そ
の
ま
ち
づ
く
り
の
目

標
と
し
て
、
第
２
次
那
珂
市
総
合
計
画
で

掲
げ
る
将
来
像
の
中
に
あ
る「
住
み
よ
い
」

と
い
う
本
市
の
強
み
に
加
え
、
目
ま
ぐ
る

し
く
変
化
す
る
社
会
情
勢
の
中
で
も
、
将

来
に
わ
た
っ
て
「
い
ぃ
具
合
に
田
舎
な
こ

の
場
所
で
の
び
の
び
と
暮
ら
し
、
い
ぃ
時

間
を
過
ご
し
な
が
ら
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ

ぞ
れ
の
幸
せ
を
感
じ
て
未
来
へ
の
希
望
を

持
て
る
ま
ち
」
と
し
て
発
展
す
る
た
め
、

本
市
が
持
つ
可
能
性
を
い
か
し
、
市
民
が

賑に
ぎ
わ
い
、活
力
で
あ
ふ
れ
る
市
を
目
指
し
、

各
施
策
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　施政方針は、新年度の市政運営に向けた市長の
基本的な考え方と主な施策を示すものです。
　令和６年第１回那珂市議会定例会において、令
和６年度施政方針を表明しました。

令
和
６
年
度
は
、
那
珂
町
と
瓜
連
町
が

合
併
し
、
市
制
施
行
か
ら
20
年
の
節
目
と

な
り
ま
す
。
先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
た
礎

は
じ
め
に

主
要
施
策（
概
要
）

安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

第２章
　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、「
那
珂
市
地
域
防
災
計
画
」
に
基

づ
き
、
食
糧
や
飲
料
水
な
ど
の
非
常
用
食

糧
の
備
蓄
を
進
め
る
と
と
も
に
、
防
災
行

政
無
線
や
防
災
ア
プ
リ
に
よ
り
的
確
な
情

報
を
確
実
に
伝
達
し
、
災
害
時
に
お
け
る

市
民
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

原
子
力
防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
那
珂
市
地
域
防
災
計
画
（
原
子
力
災
害

対
策
編
）」
に
基
づ
き
、
防
災
体
制
の
整

備
と
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
広
域
避

難
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、

避
難
訓
練
の
実

施
に
よ
り
計
画

の
検
証
と
実
効

性
の
向
上
を
図

り
、
策
定
に
向

け
た
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

み
ん
な
で
進
め
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

第１章
　

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ

き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
自
治
会
、
地

区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
お
よ
び
市
民
活
動

団
体
が
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
市
民
自
治
組
織
や
市
民
活

動
団
体
の
活
動
内
容
を
広
く
市
民
に
紹
介

す
る
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
参
加
す

る
き
っ
か
け
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
さ

ら
に
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
や
「
ま
ち
づ
く
り
人
材
育
成
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
」
を
開

催
し
、
協
働
へ
の

意
識
の
醸
成
や
こ

れ
か
ら
の
地
域
活

動
を
担
う
人
材
の

育
成
を
推
進
し
ま

す
。

い
ぃ
具
合
に
田
舎
な
こ
の
場
所
で
の
び
の
び
と
暮
ら
し
、
い
ぃ
時
間
を
過
ご
し
な
が
ら
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の

幸
せ
を
感
じ
て
未
来
へ
の
希
望
を
持
て
る
ま
ち
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や
さ
し
さ
に
あ
ふ
れ

生
き
が
い
の
持
て
る

ま
ち
づ
く
り

未
来
を
担
う
人
と

文
化
を
育
む

ま
ち
づ
く
り

活
力
あ
ふ
れ
る

交
流
と
賑
わ
い
の

ま
ち
づ
く
り

行
財
政
改
革
の
推
進
に

よ
る
自
立
し
た

ま
ち
づ
く
り

第３章

第４章

第５章

第６章

　
令
和
６
年
４
月
に
設
置
す
る
「
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
は
、
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
の
両
機
能
を
組
織
と
し
て

一
体
化
し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で

切
れ
目
の
な
い
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
母
子
保
健
と
児
童
福
祉
両

部
門
の
連
携
・
協
働
を
深
め
、
虐
待
の
予

防
的
な
対
応
か
ら
個
々
の
家
庭
に
応
じ
た

支
援
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
充
実
と
強
化

を
図
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
那

珂
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」に
基
づ
き
、

介
護
の
み
な
ら
ず
、
医
療
、
介
護
予
防
、

住
ま
い
お
よ
び
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支

援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
幼
児
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
立
ひ

ま
わ
り
幼
稚
園
で
令
和
６
年
度
か
ら
３
歳

児
保
育
を
実
施
し
ま
す
。「
那
珂
市
幼
稚

園
教
育
ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

専
属
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
外
国
語
活
動
や
外

部
の
専
門
講
師
に
よ
る
体
育
指
導
な
ど
を

進
め
、
幼
児
期
の
発
達
の
特
性
に
応
じ
た

指
導
を
通
し
て
、
学
習
の
基
礎
づ
く
り
や

集
団
生
活
の
ル
ー
ル
の
獲
得
な
ど
、
幼
児

教
育
の
よ
り
一
層
の
充
実
に
向
け
て
取
り

組
み
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
公
立
・
私
立
、
幼
稚
園
・
保

育
所
を
問
わ
ず
、
系
統
性
・
一
貫
性
の
あ

る
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
保
幼
小
中
連

携
協
議
会
を
核
と
し
て
、
効
果
的
な
接
続

の
在
り
方
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
保
幼
小
の
交
流
や
中
学
生
の

保
育
体
験
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
体
験
活

動
の
充
実
を
図
り
、幼
児
期
か
ら
小
学
校
、

そ
し
て
中
学
校
へ
の
円
滑
な
接
続
を
推
進

し
ま
す
。

　
那
珂
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
土
地
利

用
の
在
り
方
や
民
間
活
力
な
ど
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、
産
業
拠
点
の
形
成
に
向
け

て
社
会
経
済
情
勢
に
よ
る
需
要
の
把
握
や

周
辺
地
域
の
調
査
な
ど
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　
そ
の
拠
点
と
な
る
複
合
型
交
流
拠
点
施

設
「
道
の
駅
」
推
進
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
那
珂
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
域

の
「
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
」
に
基
づ
き
、

令
和
４
年
度
に
策
定
し
た
道
の
駅
整
備
基

本
構
想
・
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、
現
在
、

管
理
運
営
体
制
の
構
築
に
向
け
た
各
種
準

備
委
員
会
を
設
立
し
、
基
本
設
計
を
見
据

え
た
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
議
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の

皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
、
那
珂
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

の
立
地
性
を
い
か
し
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
拠
点
の
創
出
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

　

広
域
連
携
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
央
地

域
９
市
町
村
に
お
い
て
、
い
ば
ら
き
県
央

地
域
連
携
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

し
、
県
央
地
域
で
取
り
組
む
共
通
課
題
で

あ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
や
都
市
機
能
の

向
上
、
生
活
環
境
の
充
実
な
ど
の
分
野
に

お
い
て
、
相
互
の
役
割
分
担
の
下
に
連
携

し
て
、施
策
の
展
開
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

公
共
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
公
共

施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」に
基
づ
き
、

老
朽
化
に
伴
う
施
設
の
修
繕
や
長
寿
命
化

を
計
画
的
に
行
い
、
維
持
管
理
に
係
る
財

政
負
担
の
平
準
化
を
図
る
と
と
も
に
、
施

設
の
適
正
配
置
と
安
全
・
安
心
な
管
理
運

営
を
推
進
し
ま
す
。

―  Naka city ―

市ホームページで
施政方針の全文を
公開中

▲市ＨＰ

４月 11日号3



菅 谷地区の第四中学校区に、地域住民や市民自
治組織、市民活動団体などの新たな活動拠点

となるコミュニティセンターが完成しました。
　本施設は、さまざまなイベントや行事の開催により、
地域住民が集まることで賑

にぎ
わいの創出が期待できる施設

となるほか、地域の発展や課題解決に取り組む市民自治
組織の拠点、地域の活性化のための自主的に活動する市
民活動団体の支援施設、子どもから高齢者までのすべて
の世代が、芸術・文化などにいそしむ学習活動の拠点施
設、地震などの自然災害が発生した場合、地域住民が避
難する拠点避難所となるなど、複数の機能を併せ持つ施
設として整備しました。
　今後、本施設を中心とした活発な地域活動が期待され
ます。

施設の内容

問市民協働課市民活動Ｇ　☎ 029‐298‐1111

６月６日
供用開始

区分 面積

コミュニティセンター（本体） １階▶	1,146.80㎡
２階▶	 555.08㎡構造等 鉄筋コンクリート造２階建

駐車場 7,435.27㎡
構造等 アスファルト舗装

駐輪場 42.60㎡
構造等 コンクリート舗装

歩道 754.73㎡
構造等 インターロッキングなど

緑地 418.81㎡
構造等 芝生など

和室会議室 児童室 授乳室
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主な諸室等

第四中学校第四中学校

菅谷東小学校菅谷東小学校

菅谷小学校菅谷小学校

かわねや菅谷店かわねや菅谷店

菅谷郵便局菅谷郵便局

市立市立
図書館図書館

宮の池宮の池

総合保健福祉セ総合保健福祉セ
ンターひだまりンターひだまり

349

中
菅
谷

両
宮
水
系
遊
歩
道

両
宮
水
系
遊
歩
道

住所　 菅谷2955‐1

休館日　 月曜日（祝日の場合翌平日）

駐車場の台数　 169台

	 　（うち車いす使用者駐車場３台）

駐輪場の台数　 34台

ふれあいセンターすがや

施設予約について
予約方法 ⃝５月９日㈭～６月５日㈬・・・・・・ 電話のみ

予約先
※使用日の３か月前から予約ができます。
ふれあいセンターすがや　☎ 029‐229‐3266

使用料

9：00～
12：30

13：00～
16：30

17：00～
21：30

9：00～
21：30

１
階

多目的室 200人 1,300 円 1,300 円 2,600 円 3,900 円

調理室 24人 1,100 円 1,100 円 2,200 円 3,300 円

会議室 1 40人 650円 650円 950円 1,700 円

会議室 2 40人 650円 650円 950円 1,700 円

和室 1 40人 650円 650円 950円 1,700 円
和室 2 40人 650円 650円 950円 1,700 円

２
階

会議室 3 40人 650円 650円 950円 1,700 円
会議室 4 40人 650円 650円 950円 1,700 円

会議室 5 40人 650円 650円 950円 1,700 円

時間
区分

⃝多目的室
⃝調理室
⃝会議室１・２
⃝和室１・２
⃝児童室
⃝授乳室
⃝防災倉庫

１階

⃝会議室３・４・５
⃝菅谷地区
　まちづくり交流室
⃝市民活動支援交流室

２階

５月９日
予約開始

ロビー

多目的室

※午前９時～午後５時（休館日および土・日曜日を除く）

⃝６月６日㈭以降・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 電話、窓口受付
※午前９時～午後５時（休館日を除く）

調理室

４月 11日号5



　　

　令和６年度の那珂市予算は、歳入では根幹である
市税について、軽自動車税やたばこ税が増額となる
一方、国の定額減税に伴う市民税の減などにより、
減収を見込んでいます。歳出では「住みよさプラス
活力あふれるまち」※の実現に向け、SDGsや脱炭素
化の推進などに対する取り組みや地域経済の活性化
につなげるための複合型交流拠点施設「道の駅」の
整備推進、老朽化している公共施設の長寿命化に加
え、都市計画道路や市道の整備など、人件費や扶助
費等の義務的経費が増加する中、財源の効率的な配
分に努めました。
※�令和５年３月策定の「第２次那珂市総合計画後期基本
計画」における「まちづくりの目標」

▪令和６年度会計別予算額 （単位：千円）

会計名 令和６年度 令和５年度 増減率

一般会計 23,100,000 22,620,000 2.1％

特別会計 11,483,700 11,013,700 4.3％

国民健康保険
（事業勘定） 5,480,000 5,400,000 1.5％

公園墓地事業 13,000 13,000 0.0％
介護保険

（保険事業勘定） 5,080,000 4,750,000 6.9％

後期高齢者医療 910,000 850,000 7.1％
那珂地方公平委員会 700 700 0.0％

合計 34,583,700 33,633,700 2.8％

一般会計　歳入

（単位：千円）
区分 令和６年度 令和５年度 増減率

自主財源 9,777,329 9,805,987 △ 0.3%
市税 7,123,696 7,324,613 △ 2.7%
繰入金 1,504,321 1,343,115 12.0%
諸収入 443,839 423,049 4.9%
繰越金 250,000 250,000 0.0%
分担金および負担金 164,404 179,687 △ 8.5%
使用料および手数料 154,959 150,189 3.2%
寄付金 126,002 126,002 0.0%
財産収入 10,108 9,332 8.3%

依存財源 13,322,671 12,814,013 4.0%
地方交付税 4,180,200 3,900,200 7.2%
国庫支出金 3,230,956 3,561,657 △ 9.3%
市債 1,946,300 1,743,200 11.7%
県支出金 1,844,761 1,765,511 4.5%
地方消費税交付金 1,254,151 1,278,584 △ 1.9%
地方特例交付金 318,056 68,024 367.6%
地方譲与税 298,871 276,801 8.0%
法人事業税交付金 121,549 121,454 0.1%
環境性能割交付金 41,148 17,924 129.6%
その他※ 86,679 80,658 7.5%

▪令和６年度一般会計歳入予算

※�利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、
ゴルフ場利用税交付金、交通安全対策特別交付金

那珂市予算
令和６年度

問財政課財政Ｇ　☎ 029‐298‐1111

▪自主財源………�市民税や固定資産税など、市が自ら確保した財源
▪依存財源………国や県から交付されたり割り当てられる財源
▪義務的経費……職員の給与や社会保障費など、支出が義務付けられている経費
▪投資的経費……道路や公共施設などの建設や用地購入などにかかる経費
▪その他の経費…上記以外にかかる経費

歳入予算

地方消費税交付金、
地方特例交付金、
地方譲与税、
法人事業税交付金、
環境性能割交付金
ほか

依存財源 その他の内訳

諸収入、
繰越金、
分担金および負担金、
使用料および手数料、
寄付金、
財産収入

自主財源 その他の内訳

歳
入

歳
出

その他その他

繰入金繰入金

その他その他

30.830.8

6.56.5
5.05.0

％％

市税市税

国庫支出金国庫支出金
14.014.0％％

地方交付税地方交付税
18.118.1％％

市債市債
8.48.4％％

県支出金県支出金
8.08.0％％ 9.29.2％％

％％

％％

自主財源自主財源依存財源依存財源

57.757.7％％ 42.342.3％％
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水道事業
　今年度の主な事業として、額田東郷・後台地区にお
いて、公共下水道の管路布設工事などを行う予定であ
り、合併処理浄化槽の推進と併せて、河川・水路など
の水質改善と生活環境の向上に努めます。また、公共
下水道の現在整備地区が今後概成していくことから、
新たな整備地区の検討を進めていきます。

公営企業会計を適用し、独立採算で運営下水道事業

一般会計　歳出

（単位：千円）

　今年度の主な事業として、木崎浄水場の第Ⅱ期更新
工事（令和５年度～７年度）、新設配水管布設工事、老朽
管更新工事、消火栓更新工事などを行う予定であり、
さらなる施設の維持管理の強化を図り、水道水の安定
供給に努めます。

公営企業会計を適用し、独立採算で運営

▪令和６年度水道事業会計予算額 （単位：千円）
区分 令和６年度 令和５年度 増減率

収益的
収支

収入 1,240,037 1,242,743 △ 0.2％
支出 1,192,058 1,192,771 △ 0.1％

資本的
収支

収入 845,550 604,413 39.9％
支出 1,258,801 944,573 33.3％

▪令和６年度下水道事業会計予算額
区分 令和６年度 令和５年度 増減率

収益的
収支

収入 1,719,676 1,725,370 △ 0.3％
支出 1,693,537 1,686,597 0.4％

資本的
収支

収入 1,083,407 1,117,912 △ 3.1％
支出 1,755,908 1,768,319 △ 0.7％

※維持補修費、積立金、投資および出資金、貸付金、予備費

（単位：千円）▪令和６年度一般会計歳出予算（性質別）

（単位：千円）▪令和６年度一般会計歳出予算（目的別）

※議会費、商工費、災害復旧費、諸支出金、予備費

区分 令和６年度 令和５年度 増減率
民生費 8,395,739 8,194,415 2.5％
総務費 3,278,661 3,269,861 0.3％
土木費 2,776,938 2,868,496 △ 3.2％
教育費 2,483,350 2,284,717 8.7％
公債費 2,019,608 2,079,151 △ 2.9％
衛生費 1,402,300 1,466,909 △ 4.4％
消防費 1,143,728 1,109,985 3.0％
農林水産業費 977,947 822,320 18.9％
その他※ 621,729 524,146 18.6％

その他 2.7農林水産業費 4.2％ ％

総務費総務費

教育費教育費

公債費公債費

衛生費衛生費

消防費消防費

14.214.2

10.810.8

8.78.7

5.05.0

％％
土木費土木費
12.012.0％％

％％

％％

6.16.1％％

％％

民生費民生費
36.336.3％％

普通建設普通建設
事業費事業費

物件費物件費

補助費等補助費等

繰出金繰出金

8.38.3

8.38.315.615.6

11.011.0

8.48.4

％％

％％％％

％％

％％

その他

4.5％

52.252.2
39.539.5

％％

％％
義務的義務的
経費経費

投資的投資的
経費経費

その他のその他の
経費経費

公債費公債費
8.78.7

扶助費扶助費
21.7 21.7 ％％

人件費人件費
21.821.8％％

％％

歳出予算
（性質別）

歳出予算
（目的別）

区分 令和６年度 令和５年度 増減率
義務的経費 12,056,681 11,797,060 2.2％

人件費 5,024,639 4,810,992 4.4%
扶助費 5,012,435 4,906,918 2.2%
公債費 2,019,607 2,079,150 △2.9%

投資的経費 1,918,256 2,598,357 △26.2％
普通建設事業費 1,918,252 2,598,353 △26.2%

補助事業費 792,101 1,489,300 △46.8%
単独事業費 1,126,151 1,109,053 1.5%

災害復旧事業費 4 4 0.0%
その他の経費 9,125,063 8,224,583 10.9％

物件費 3,612,607 3,284,045 10.0%
補助費等 2,537,043 2,487,689 2.0%
繰出金 1,930,541 1,872,559 3.1%
その他※ 1,044,872 580,290 80.1%

４月 11日号7
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相
談

お
し
ら
せ

コ
ー
ナ
ー

く
ら
し

法
律
相
談

日
時
▼
５
月
14
日
㈫
午
後
１
時
～
５
時

　
　
　
５
月
28
日
㈫
午
後
１
時
～
４
時

場
所
▼
市
役
所（
本
庁
）１
階
相
談
室

対
象
者
▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
た

相
談
方
法
▼
電
話
ま
た
は
面
談
（
申
込
時

に
お
選
び
く
だ
さ
い
）

相
談
員
▼
弁
護
士　

費
用
▼
無
料（
相
談
１
回
30
分
）

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付
、電
話

※
同
じ
事
案
の
相
談
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

�　
　
市
民
相
談
室

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

問
�申行

政
相
談

日
時
▼
５
月
10
日
㈮
午
後
１
時
～
４
時

（
先
着
順
）　

場
所
▼
市
役
所
（
本
庁
）
１
階
ロ
ビ
ー　

相
談
内
容
▼
国
な
ど
の
行
政
機
関
が
行
っ

て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
、

要
望　

相
談
員
▼
行
政
相
談
委
員　

費
用
▼
無
料

問
市
民
相
談
室

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

行
政
書
士
相
談

日
時
▼
５
月
15
日
㈬
午
後
１
時
～
４
時

場
所
▼
市
役
所（
本
庁
）１
階
相
談
室

対
象
者
▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
た

相
談
内
容
▼
遺
言
、
相
続
や
契
約
、
許
認

可
申
請
な
ど
、
各
種
手
続
き
に
つ
い
て

相
談
員
▼
行
政
書
士

費
用
▼
無
料
（
相
談
１
回
30
分
）

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付
、
電
話

�申
問
市
民
相
談
室

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

こ
こ
ろ
の
相
談

日
時
▼
５
月
10
日
㈮
午
後
１
時
～
５
時

場
所
▼
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

対
象
者
▼
市
内
在
住
で
、
心
配
や
悩
み
ご

と
を
抱
え
る
か
た
、
ま
た
は
そ
の
家
族

相
談
員
▼
精
神
科
医
師
、
市
精
神
保
健
福

祉
士　
費
用
▼
無
料　

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付
、
電
話

　
　
健
康
推
進
課
健
康
増
進
Ｇ

（
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
内
）

☎
０
２
９
‐
２
７
０
‐
８
０
７
１

�申
問

水
稲
病
害
虫
防
除
の
散

布
方
法
を
変
更
し
ま
す

　
昨
年
ま
で
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

実
施
し
て
い
た
水
稲
病
害
虫
防
除
の
空
中

散
布
を
、今
年
か
ら
す
べ
て
ド
ロ
ー
ン
に

変
更
し
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
散
布
の
時
期
、
時
間
、
効
果
、
申
込
方

法
に
つ
い
て
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
、決
ま
り
次
第
ご
案
内
し
ま
す
。

問
農
政
課
農
村
整
備
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

「
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
」
は
、

便
利
で
お
得
で
す

利
用
時
間
▼
午
前
６
時
30
分
～
午
後
11
時

利
用
可
能
店
舗
▼
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
な
ど（
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
設
置

店
の
み
）

取
得
で
き
る
か
た
▼
那
珂
市
に
住
民
票
が

あ
り
、利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
搭
載
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
か
た

取
得
可
能
な
証
明
書
▼
住
民
票
の
写
し
、

印
鑑
登
録
証
明
書
、
所
得
証
明
書
、
課
税

証
明
書

手
数
料
▼
一
通
３
０
０
円

※
市
役
所
窓
口
よ
り
も
50
円
お
得
で
す
。

必
要
な
も
の
▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

４
桁
の
暗
証
番
号

利
用
方
法
▼
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
の
メ
イ
ン

メ
ニ
ュ
ー
か
ら
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」
を
選

び
、
画
面
の
案
内
に
沿
っ
て
操
作
し
て
く

だ
さ
い
。

注
意
事
項
▼

⃝
１
通
あ
た
り
複
数
枚
に
わ
た
る
場
合
で

も
、ホ
チ
キ
ス
止
め
が
さ
れ
ま
せ
ん
。ペ
ー

ジ
番
号
と
固
有
番
号
が
印
字
さ
れ
ま
す
の

で
、
取
り
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⃝

暗
証
番
号
を
３
回
間
違
え
て
ロ
ッ
ク
さ

れ
た
場
合
は
、
市
民
課
窓
口
で
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明
書
・
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る
こ
と
つ
い
て

問
市
民
課
戸
籍
・
窓
口
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

所
得
証
明
書
・
課
税
証
明
書
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

問
税
務
課
市
民
税
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

市
役
所
日
曜
開
庁
休
止

休
止
日
▼
５
月
５
日
㈰

※
電
気
工
事
に
伴
う
停
電
の
た
め

※
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
搭
載
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
か
た

は
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
ま
す
。

問
市
民
課
戸
籍
・
窓
口
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１
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危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

除
却
を
行
う
か
た
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

対
象
者
▼
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
※
を
所
有

し
、市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
か
た
で
、

そ
の
除
却
を
行
う
か
た

※
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
と
は
、倒
壊
の

危
険
性
が
あ
り
、倒
壊
に
よ
っ
て
避
難

路
な
ど
を
通
行
す
る
者
に
危
険
を
及
ぼ

す
恐
れ
の
あ
る
組
積
造
ま
た
は
補
強
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
い
い
ま
す
。

※
ほ
か
に
国
の
補
助
を
受
け
た
か
た
は
申

請
で
き
ま
せ
ん
。

補
助
交
付
件
数
▼
８
件
（
先
着
順
）

補
助
額
▼
次
の
い
ず
れ
か
の
う
ち
低
い
額

×
３
分
の
２
（
限
度
額
10
万
円
）

①�

除
却
す
る
対
象
の
延
長（
ｍ
）×

　
１
万
４
千
円

②
対
象
の
除
却
に
か
か
る
費
用

申
請
方
法
▼
窓
口
受
付

※
申
請
書
は
、都
市

計
画
課
開
発
指
導

室
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き

ま
す
。

※
申
請
前
に
事
前
相
談
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
詳
細
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
▼
５
月
13
日
㈪
～
10
月
31
日
㈭

�申
問
都
市
計
画
課
開
発
指
導
室

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

農
業
用
機
械
等
の
購
入
支
援

対
象
者
▼

◦
認
定
農
業
者

◦
認
定
農
業
者
を
含
む
、
農
業
生
産
組
織

ま
た
は
農
作
業
受
託
組
織

◦
１
ha
以
上
の
農
業
を
経
営
し
、
３
年
以

内
に
経
営
規
模
を
お
お
む
ね
２
倍
に
拡
大

す
る
こ
と
を
目
指
す
か
た

◦
特
産
物
開
発
者
（
生
産
拡
大
、
開
発
な

ど
の
特
産
農
産
物
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
る
か
た
）

◦
ひ
た
ち
な
か
・
東
海
・
那
珂
ほ
し
い
も

協
議
会
認
定
の
三
ツ
星
生
産
者
（
那
珂
支

部
会
員
）

補
助
対
象
例
▼

◦
30​

PS
以
上
の
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー

◦
５
条
植
以
上
の
乗
用
田
植
機

◦
防
除
機
、
収
穫
機
（
50
ａ
以
上
の
耕
作

者
の
み
）

◦
４
条
刈
以
上
の
自
脱
型
コ
ン
バ
イ
ン

◦
30
石
以
上
の
乾
燥
機

◦
10
ａ
以
上
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

◦
調
査
研
究
費・機
械
な
ど
の
購
入
費（
特

産
物
開
発
者
の
み
）

必
要
書
類
▼
購
入
機
械
な
ど
の
見
積
書
、

購
入
機
械
の
確
認
が
で
き
る
カ
タ
ロ
グ
な

ど
、
市
税
等
の
完
納
証
明
書　

申
請
方
法
▼
窓
口
受
付　

申
請
期
間
▼
５
月
７
日
㈫
～
６
月
10
日
㈪

�申
問
農
政
課
農
業
振
興
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

変
更（
農
用
地
区
域
除
外
）

申
出
受
付
に
つ
い
て

　
農
用
地
区
域
内
の
土
地
を
農
地
転
用
す

る
場
合
、
農
用
地
区
域
除
外
の
申
出
が
必

要
で
す
。
申
出
は
要
件
に
よ
り
必
要
書
類

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。（
申
出
に
必
要
な
要
件
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
）

申
出
期
間
▼

⃝

前
期　
５
月
７
日
㈫
～
６
月
６
日
㈭

⃝

後
期　
10
月
１
日
㈫
～
31
日
㈭

提
出
方
法
▼
窓
口
受
付

※
受
付
か
ら
決
定
ま
で
７
か
月
以
上
を
要

し
ま
す
。

※
審
議
の
結
果
、
申
出
が
認
め
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
▼
市
で
は
、令
和
６
年

度
か
ら
７
年
度
に
か
け
て
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
の
総
合
的
な
見
直
し
を
行
い
ま

す
。こ
れ
に
伴
い
、令
和
７
年
度
は
農
用
地

区
域
除
外
の
申
出
受
付
を
休
止
す
る
予
定

で
す
。ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�申
問
農
政
課
農
業
振
興
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

道
路
改
良
工
事

工
事
名
▼
05
国
補
社
交
第
３
号　
菅
谷
・

市
毛
線
道
路
改
良
工
事

工
事
場
所
▼

工
事
期
間
▼
８
月
下
旬
ま
で

請
負
業
者
▼
㈱
鶴
田
組

問
都
市
計
画
課
都
市
整
備
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

菅谷地内

国
道
３
４
９
号

国
道
３
４
９
号

⃝⃝
⃝⃝

第四中学校第四中学校

菅谷東小学校菅谷東小学校

県
道
額
田
南
郷
田
彦
線

県
道
額
田
南
郷
田
彦
線

５
月
12
日
は
民
生
委
員・児
童
委
員
の
日

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

訪
問
活
動
を
行
い
ま
す

　
５
月
12
日
～
18
日
を「
活
動
強
化
週
間
」

と
し
、
市
内
で
活
動
す
る
民
生
委
員
・
児

童
委
員
が
期
間
中
に
訪
問
活
動
を
行
い
ま

す
。
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

そ
の
他
▼
困
り
ご
と
が
あ
る
と
き
は
、
気

軽
に
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
自
分
が
住
ん
で
い
る
地

域
を
担
当
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

分
か
ら
な
い
場
合
は
、
社
会
福
祉
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課
生
活
福
祉
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１
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木
造
住
宅
の
耐
震
化

を
行
う
か
た
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す

対
象
者
▼
市
内
の
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
を
所
有
し
、

市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
か
た
で
、
次

の
い
ず
れ
か
を
行
う
か
た

耐
震
診
断
耐
震
診
断
士
な
ど
が
建
築
物

の
地
震
に
対
す
る
安
全
性
を
評
価
す
る
も
の

耐
震
改
修
総
合
事
業
耐
震
改
修
計
画
策

定
お
よ
び
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
も
の

※
ほ
か
に
国
の
補
助
を
受
け
た
か
た
は
申

請
で
き
ま
せ
ん
。

※
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
に
伴
う
補

修
工
事
に
関
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

補
助
交
付
戸
数
・
補
助
限
度
額
▼

耐
震
診
断

◦
補
助
交
付
戸
数　
１
戸（
先
着
順
）

◦
補
助
限
度
額　
　
４
万
円

耐
震
改
修
総
合
事
業

◦
補
助
交
付
戸
数　
１
戸（
先
着
順
）

◦
補
助
限
度
額　
　
１
０
０
万
円

申
請
方
法
▼
窓
口
受
付

※
申
請
書
は
、都
市
計
画
課
開
発
指
導
室
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

申
請
期
間
▼
５
月
13
日
㈪
～
９
月
30
日
㈪

�申
問
都
市
計
画
課
開
発
指
導
室

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

い
ば
ら
き
就
職
支
援

セ
ン
タ
ー

　

県
の
無
料
職
業
紹
介
所
で
す
。ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
求
職
活
動
実
績
に
も
な
り
ま
す
。

主
な
サ
ー
ビ
ス
▼

⃝

求
人
情
報
提
供

⃝

職
業
相
談
・
紹
介
（
内
職
含
む
）

⃝

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
職
業
適

性
診
断
、
応
募
書
類
作
成
支
援
、
面
接
対

策
な
ど
）

⃝

就
活
セ
ミ
ナ
ー
（
月
３
回
、
要
予
約
）

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�申
問
い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
３
０
０
‐
１
９
１
６

水
戸
市
三
の
丸
１
‐
７
‐
41

※
平
日　
午
前
９
時
～
午
後
７
時

※
第
２
、４
土
曜
日 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

�申
問
い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
県
北

地
区
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
４
‐
80
‐
３
３
６
６

常
陸
太
田
市
山
下
町
４
１
１
９

※
平
日　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

井
戸
水
を
飲
用
す
る
皆
さ
ん
へ

　
井
戸
水
や
湧
き
水
は
、
有
害
物
質
の
地

下
浸
透
や
井
戸
な
ど
の
不
十
分
な
管
理
に

よ
り
汚
染
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
飲
用
井
戸
の
衛
生
確
保
は
、
設
置
者
自

ら
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、

次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
井
戸
や
そ
の
周
辺
は
、
み
だ
り
に
人
や

動
物
が
入
ら
な
い
よ
う
注
意
し
、
清
潔
保

持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◦
普
段
か
ら
水
の
色
、
濁
り
や
味
、
に
お

い
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◦
定
期
的（
年
１
回
以
上
）に
水
質
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

水
質
検
査
に
つ
い
て
▼
水
質
検
査
は
、
市

環
境
課
で
預
か
り
、
検
査
機
関
に
依
頼
し

て
い
ま
す
。検
査
の
日
程
や
内
容
な
ど
、詳

細
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。ま
た
、

厚
生
労
働
大
臣
お
よ
び
茨
城
県
知
事
の
登

録
を
受
け
た
検
査
機
関
で
も
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
い
ず
れ
も
有
料
）

問
環
境
課
環
境
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

「
防
犯
は 

鍵
か
け 

声
か
け 

心
が
け
」

　

犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、

日
頃
か
ら
防
犯
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
不
審
な
人
を
見
か
け
た
り
、
不

審
な
電
話
を
受
け
た
り
し
た
ら
、
１
１
０

番
や
那
珂
警
察
署
（
☎
０
２
９
‐
３
５
２

‐
０
１
１
０
）
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
防
犯
対
策

⃝

住
宅
侵
入
窃
盗　
わ
ず
か
な
間
の
外
出

で
も
、
し
っ
か
り
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

⃝

ニ
セ
電
話
詐
欺　
自
宅
に
い
る
と
き
で

も
、常
に
留
守
番
電
話
に
設
定
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

⃝

自
動
車
盗
難　
明
る
く
見
通
し
の
い
い

場
所
に
駐
車
し
ま
し
ょ
う
。

問
防
災
課
防
災
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

　　　  　　　　　　自転車月間（5/1 ～ 5/31)　　自転車はくるまの仲間です。交通ルールを守りましょう。
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資
格
▼
市
内
に
在
住・在
勤・在
学
の
か
た
、

連
盟
に
所
属
し
て
い
る
か
た

種
目
▼
シ
ン
グ
ル
ス（
男
女
の
区
別
な
し
）

◦
Ａ
ク
ラ
ス　
経
験

年
数
が
お
お
む
ね
３

年
以
上
の
か
た
と
本

大
会
で
優
勝
経
験
の

あ
る
か
た

◦
Ｂ
ク
ラ
ス　
経
験
年
数
が
お
お
む
ね
３

年
未
満
の
か
た

◦
一
般
初
級
ク
ラ
ス
（
児
童
・
生
徒
は
エ

ン
ト
リ
ー
で
き
ま
せ
ん
）

※
参
加
人
数
に
よ
り
種
目
を
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費
▼
１
人
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

申
込
方
法
▼
電
話　

申
込
期
限
▼
５
月
８
日
㈬

�申
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
（
な
か
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋｙ

Ｆ
Ｍ
公
園
内
）

☎
０
２
９
‐
２
９
７
‐
０
０
７
７

※
月
曜
日
休
園（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

問
卓
球
連
盟
事
務
局

小
越
☎
０
９
０
‐
４
５
４
７
‐
１
５
３
０

催
し

イ
ラ
ス
ト
挿
入

イ
ラ
ス
ト
挿
入

甲
種
防
火
管
理
者

講
習
会

　
一
定
規
模
以
上
の
事
業
所
で
選
任
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
防
火
管
理
者
に
な
る

た
め
の
講
習
会
で
す
。

期
日
▼
６
月
27
日
㈭
、28
日
㈮
（
全
２
回
）

時
間
▼
午
前
９
時
20
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
こ
ぼ
り

定
員
▼
30
人
（
先
着
順
）　
費
用
▼
４
６
０
０

円
（
テ
キ
ス
ト
代
・
初
日
支
払
い
）

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付

※
申
込
書
は
、市
消
防
本
部
、東
消
防
署
、

西
消
防
署
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取

得
で
き
ま
す
。

申
込
期
間
▼
５
月
13
日
㈪
～
24
日
㈮

※
平
日　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

�申
問
市
消
防
本
部
予
防
課
予
防
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
２
１
１
４

第
42
回
市
民
卓
球
大
会

日
時
▼
５
月
19
日
㈰
午
前
９
時

場
所
▼
な
か
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋ
ｙ
Ｆ
Ｍ
公
園
ア

リ
ー
ナ　

ク
ラ
ゲ
大
水
槽「
く
ら

げ
３
６
５
」リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
・
大

洗
の
ク
ラ
ゲ
大
水
槽「
く

ら
げ
３
６
５
」が
、
３
月

20
日
に
新
し
く
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。

　

当
館
生
ま
れ
の
ミ
ズ
ク
ラ
ゲ
が
水
槽

い
っ
ぱ
い
に
漂
う
空
間
に
、
新
た
な
映
像

と
訪
れ
る
季
節
ご
と
に
変
化
す
る
香
り
の

演
出
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

没
入
感
た
っ
ぷ
り
の
新
し
い「
美
し
き

新
世
海
」を
、ぜ
ひ
、お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

問
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
茨
城
県
大
洗
水
族
館

☎
０
２
９
‐
２
６
７
‐
５
１
５
１

（
音
声
案
内
）

歯
周
病
予
防
講
座

日
時
▼
６
月
23
日
㈰
午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所
▼
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
多
目
的

ホ
ー
ル

対
象
者
▼
市
内
に
在
住
の
大
人
の
か
た

内
容
▼
歯
周
病
予
防
の
た
め
の
講
話
と
実
技

定
員
▼
90
人（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
▼
無
料

申
込
方
法
▼
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

窓
口
受
付
、申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム（
い
ば
ら
き
電
子
申
請
・
届

出
サ
ー
ビ
ス
利
用
）　

申
込
期
限
▼
６
月
17
日
㈪

�申
問
健
康
推
進
課
健
康
増
進
Ｇ
（
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
内
）

☎
０
２
９
‐
２
７
０
‐
８
０
７
１

FAX
０
２
９
‐
２
９
８
‐
８
８
９
０

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
目

指
す
か
た
の
た
め
の
就
職
応

援
セ
ミ
ナ
ー（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

日
時
▼
６
月
13
日
㈭
午
前
10
時
～
11
時
30
分

内
容
▼「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」を
使
用
し
た
、
就
職

活
動
を
始
め
る
準
備
や
活
動
の
方
法
に
つ

い
て
学
ぶ
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

定
員
▼
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費
▼
無
料

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付
、
電
話

申
込
期
間
▼
５
月
２
日
㈭
～
30
日
㈭

�申
問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
水
戸
マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー

☎
０
２
９
‐
２
３
１
‐
６
２
２
１

※
音
声
案
内
に
従
い「
４
５
＃
」を
選
択

水
戸
市
水
府
町
１
５
７
３
‐
１

問
商
工
観
光
課
商
工
観
光
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

消
防
設
備
士
受
験

準
備
講
習

法
令（
共
通
）

期
日
▼
７
月
30
日
㈫

定
員
▼
１
０
０
人

甲
・
乙
種
第
１
類

期
日
▼
７
月
16
日
㈫

定
員
▼
30
人

甲
・
乙
種
第
４
類

期
日
▼
７
月
17
日
㈬

定
員
▼
30
人

乙
種
第
６
類

期
日
▼
７
月
４
日
㈭

定
員
▼
30
人

共
通
事
項

場
所
▼
茨
城
県
建
設
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー

（
水
戸
市
青
柳
町
４
１
９
３
）　

申
込
期
間
▼
６
月
10
日
㈪
～
14
日
㈮

※
申
込
方
法
な
ど
、詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�申
問

（一社）
茨
城
県
消
防
設
備
協
会

☎
０
２
９
‐
２
２
６
‐
９
６
１
１
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【講師紹介】

いぃ那珂宣伝部員３期生募集
いぃ那珂暮らし応援団

茨城出身の女性を応援するフ
リーマガジン「茨女」元編集
長。現在は、デザイン制作会社
㈱ MIITO CREATIVEで
活躍。

◦編集者	 川井 真裕美氏

那珂市出身（第四中学校卒業）
の写真家。2022年、2023 年
と東京銀座蔦屋書店で個展開
催など実績多数。現在は、自分
の本当の “好き ” を発信する
「Travel Force」で活動。

◦写真家	 オガワ ユウキ氏

◆対象　��Instagram のアカウントを持つ、那珂市のいぃ
ところを発信したい 18歳以上のかた

※対象要件など、詳細は、市ホームページをご確認ください。
◆内容　�いぃ那珂暮らし応援団の公式 SNS（Facebook・

Instagram）で、日常で感じる那珂市の魅力発信
※冊子作成やラジオ出演なども予定しています。
◆定員　10人程度（申込者多数の場合は選考または抽選）
◆参加費　無料
◆申込方法　申し込みフォーム
◆申込期限　５月 12日㈰
※活動に対する謝礼や保険はありません。
事前講座　

◆内容　写真撮影、SNS文章作成など（全４回）
◆活動場所　那珂市内（詳細は、参加者にお知らせします）
※託児はありませんが、お子さんと一緒に参加できます。
�申問シティプロモーション推進室
☎０２９‐２９８‐１１１１

Instagram▶

根
本
正
顕
彰
会
公
開
講
演
会

か
つ
て
那
珂
市
に
火
砕
流
が
流
れ
た

日
時
▼
５
月
12
日
㈰
午
後
２
時
45
分
～
４
時

場
所
▼
市
中
央
公
民
館
講
座
室　

講
師
▼
二
階
堂
章
信
氏（
日
本
古
生
物
学
会

特
別
会
員
、子
ど
も
大
学
な
か
副
理
事
長
）

参
加
費
▼
無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

問
根
本
正
顕
彰
会

仲
田
☎
０
９
０
‐
８
０
３
８
‐
２
０
８
７

真
弓
山
ジ
オ
ハ
イ
キ
ン
グ

日
時
▼
６
月
２
㈰
午
前
９
時
～
午
後
３
時

（
受
付　
午
前
８
時
50
分
ま
で
）

※
雨
天
の
場
合
は
、
６
月
９
日
㈰
に
順
延

集
合
場
所
▼
旭
鉱
末
駐
車
場

（
常
陸
太
田
市
亀
作
町
）

コ
ー
ス
▼
旭
鉱
末
駐
車
場
～
表
参
道
の
一

の
鳥
居
～
見
晴
ら
し
台
～
ひ
ざ
か
け
石
～

爺
杉
～
真
弓
神
社（
昼
食
）～
裏
参
道
～
一
対

の
猿
～
弁
天
川
～
旭
鉱
末
駐
車
場（
約
７
㎞
）

定
員
▼
35
人
（
先
着
順
）

参
加
費
▼
（
資
料
代
、
保
険
料
な
ど
）

⃝

一
般　
　
　
　
５
０
０
円

⃝

中
学
生
以
下　
３
０
０
円

持
ち
物
▼
昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具
な
ど

※
足
元
が
悪
い
場
所
が
あ
る
た
め
、
し
っ

か
り
し
た
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
▼
電
話

※
氏
名
、住
所
、年
齢
、電
話
番
号
を
明
示

申
込
期
間
▼
５
月
15
日
㈬
～
22
日
㈬

�申
（一社）
常
陸
太
田
市
観
光
物
産
協
会

☎
０
２
９
４
‐
72
‐
８
１
９
４

問
ジ
オ
常
陸
太
田
（
市
民
グ
ル
ー
プ
）

朝
日
☎
０
８
０
‐
５
０
９
５
‐
８
１
０
９

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学

子
育
て
応
援
サ
ロ
ン

「
ア
ン
ネ
ロ
ー
ゼ
ひ
ろ
ば
」

期
日
▼
５
月
28
日
㈫
、
６
月
11
日
㈫
・
25

日
㈫
、
７
月
９
日
㈫

時
間
▼
午
前
10
時
～
正
午

場
所
▼
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学

（
日
立
市
大
み
か
町
６
‐
11
‐
１
）

対
象
者
・
定
員
▼

⃝

未
就
学
の
子
を
持
つ
親
子　
10
組

⃝
�

保
育
や
幼
児
教
育
に
興
味
の
あ
る
か
た
、

保
育
職
の
か
た　
10
人

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

内
容
▼
子
ど
も
の
性
や
社
会
性
に
関
す
る

悩
み
、絵
本
や
体
力
づ
く
り
の
紹
介
な
ど
、

各
回
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
座
談
会
形
式

の
講
座
で
す
。

費
用
▼
一
回
千
円
（
茶
菓
子
・
別
室
保
育

付
き
）

申
込
方
法
▼
専
用
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム

申
込
期
限
▼
５
月
９
日
㈭

�申
問
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
地
域･

国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
地
域
交
流
課

☎
０
２
９
４
‐
52
‐
３
２
１
５



ウ
ェ
ン
ズ
デ
イ
英
会
話
教
室

受
講
生
募
集

　

日
本
語
に
な
い
社
交
的
マ
ナ
ー
な
ど
の

状
況
に
応
じ
た
話
し
方
を
、
ア
メ
リ
カ
人

講
師
と
直
接
話
し
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
す
。

日
時
▼
第
２
～
４
水
曜
日　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

場
所
▼
市
中
央
公
民
館

会
費
▼
月
３
５
０
０
円

申
込
方
法
▼
電
話

※
受
講
体
験
は
無
料
で
す
の
で
、
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

�申
問
ウ
ェ
ン
ズ
デ
イ
英
会
話
教
室

本
田
☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
７
０
１
６

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

一
般
事
務
補
助

勤
務
内
容
▼
高
齢
者
支
援
業
務
、
高
齢
者

台
帳
管
理
事
務
な
ど

勤
務
地
▼
市
役
所
（
本
庁
）
介
護
長
寿
課

勤
務
形
態
▼
週
５
日　
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
７
時
間
）

休
憩
時
間
▼
正
午
～
午
後
１
時（
１
時
間
）

休
日
▼
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

任
期
▼
６
月
１
日
～
12
月
31
日

資
格
▼
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド・エ
ク
セ
ル
）

が
で
き
る
か
た
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許

（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）

給
料
▼
月
額
15
万
８
０
５
円（
期
末
手
当
、

社
会
保
険
、
雇
用
保
険
あ
り
）

募
集
人
数
▼
１
人

保
育
士
（
育
休
代
替
職
員
）

勤
務
内
容
▼
幼
児
保
育

勤
務
地
▼
菅
谷
保
育
所

勤
務
形
態
▼
週
５
日
①
②
③
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
勤
務
（
７
時
間
30
分
）

①
午
前
７
時
～
午
後
３
時
30
分

②
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

③
午
前
10
時
30
分
～
午
後
７
時

※
月
１
日
程
度
土
曜
勤
務
あ
り（
振
替
対
応
）

休
憩
時
間
▼
午
後
１
時
～
３
時
の
う
ち
、

１
時
間

休
日
▼
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

任
期
▼
５
月
13
日
～
令
和
７
年
３
月
31
日

資
格
▼
保
育
士
免
許
、
普
通
自
動
車
運
転

免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）

給
料
▼
月
額
17
万
５
５
３
１
円
～

21
万
２
５
１
２
円
（
期
末
手
当
、
社
会
保

険
、
雇
用
保
険
あ
り
）

※
保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
の
就
労
経

験
が
あ
る
か
た
は
、報
酬
に
加
算
し
ま
す
。

履
歴
書
に
在
籍
期
間
が
確
認
で
き
る
書
類

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
任
意
様
式
）

募
集
人
数
▼
１
人

応
募
方
法

提
出
書
類
▼
履
歴
書（
市
販
の
も
の
で
可
。

3
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を
貼
付
）

※
保
育
士
に
つ
い
て
は
、
保
育
士
免
許
の

写
し
も
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付
、
郵
送

申
込
期
限
▼
５
月
２
日
㈭
（
必
着
）

�申
問
総
務
課
職
員
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

〒
３
１
１
‐
０
１
９
２

福
田
１
８
１
９
‐
５

４月 11日号13

募
集

市役所　日曜開庁・木曜窓口延長
【日曜開庁】
時間／ 8：30～12：00、13：00～17：15
業務／住民票の写しの交付など
※５月５日は休止
問市民課戸籍・窓口G　 ☎ 029‐298‐1111
【木曜窓口延長】
時間／ 17：15～ 19：30
対応課／�市民課、税務課、収納課、
	 介護長寿課、社会福祉課、
	 保険課、こども課

５月の休日当番医

茨城子ども
救急電話相談

＃ 8000
050‐5445‐2856

茨城おとな
救急電話相談

＃ 7119
050‐5445‐2856

救急電話相談（24時間 365日）

日 医療機関名 電話番号

３ 那珂クリニック 029‐
295‐9800

４ 小豆畑病院 029‐
295‐2611

５ 小野瀬医院 029‐
295‐2221

６ ののがき脳神経外科
クリニック

029‐
352‐0555

12 河野胃腸科外科 029‐
295‐5386

19 岡田クリニック 029‐
270‐8188

26 小宅内科医院 029‐
298‐0050

▶那珂キッズクリニック小児科（小児科）
　19日	 ☎ 029‐212‐5630

▶時間　9：00～ 11：30
※必ず受診前に電話でご確認ください。

茨城県救急医療情報システム
すぐに受診可能な医療機関の
情報を検索できます。

Ｇ…グループ 　
�申…申し込み・申請・応募・届出
問…問い合わせ　
…Ｅメール

市ホームページでは、
行政・災害などのさま
ざまな情報をお届けし
ています。

※６月２日
　たに内科クリニック　☎029‐229‐0721
　那珂キッズクリニック小児科（小児科）



火災予防優良事業所を表彰

　消防用設備などの適正な維持管理や防火管理を積極的に推進し、火災予防
への取り組みが他の模範である事業所に対して表彰を行いました。
　火災予防への取り組みが、今後さらに市内へ広がることが期待されます。

⃝㈱フレーズ（写真左）
⃝重症児デイサービス　kokoro・tsubomi（写真右）

優良事業所

問市消防本部予防課　☎ 029‐295‐2114

問政策企画課地方創生G
☎ 029‐298‐1111

�過去の寄付企業に
ついてはこちら▶

14

納期限 4/30 5/31 7/1 7/31 9/2 9/30 10/31 12/2 12/25 1/31 2/28
市県民税（普通徴収） １期 ２期 ３期 ４期
固定資産税・都市計画税 １期 ２期 ３期 ４期
軽自動車税（種別割） 1 期
国民健康保険税（普通徴収） １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期
後期高齢者医療保険料（普通徴収） １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期
介護保険料（普通徴収） １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期

R7R6

令和６年度納付カレンダー

企業版ふるさと納税による寄付

　タレントスクエア㈱から、企業版ふる
さと納税を活用した寄付を頂き、支援
に対して感謝の意を表するため、感謝
状を贈りました。
　頂いた寄付金は、「ここで働きたい」
いぃ那珂プロジェクトに活用していき
ます。



情報掲示板 ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮまちの動き

●火災・救急件数【２月分】
　火災▶	 3 件（	 7 件）
　救急▶	 222 件（	 486 件）
※（　）は本年累計
問市消防本部　☎ 029‐295‐2111

●人口【３月１日現在】
　人口▶ 53,478 人	 （＋	 13）
　　男▶ 26,291 人	 （＋	 21）
　　女▶ 27,187 人	 （－	 8）
世帯数▶ 23,538 世帯	（＋	 26）
※（　）内は前月比　

今号の表紙

　八重桜が満開に咲いている時
期に、静峰ふるさと公園で撮影
した写真です。那珂市の八重桜
を、ぜひ、お楽しみください。

●交通事故件数【２月末現在】
　人身事故▶	19 件
　負 傷 者▶	24 人
　死  者▶	 0 人

問那珂警察署　☎ 029‐352‐0110
※交通事故・犯罪ともに本年累計

●犯罪件数【２月末現在】
　刑法犯認知件数▶	 39 件
　　　住宅侵入窃盗▶	 0 件
　　　自 動 車 盗▶	 1 件
　　　車上ねらい▶	 2 件
　　　自 転 車 盗▶	 2 件

▲�左から、山下さん、先﨑市長、
宮田さん

春季全国火災予防運動

　令和６年春季全国火災予防運動の一環と
して、女性防火クラブと合同で住宅用火災
警報器の設置維持管理と住宅火災の予防を
市民の皆さんに呼びかけました。今回は市
内２か所の農産物直売所の協力により、店
頭でのキャンペーンも行いました。
　住宅用火災警報器は条例で設置が義務付
けられており、住宅用火災警報器を設置す
ることで被害が半減することもデータで明
らかになっています。
　住宅用火災警報器の取り付けまたは交換
が、ご自身でできない高齢者などの世帯には
消防職員が取り付け、交換のみの支援も行っ
ています。大切な命を火災から守るためにも、
住宅用火災警報器の設置をお願いします。

問市消防本部予防課
☎ 029‐295‐2114

▲�住宅用火災警報器の取り付けな
どの支援についてはこちら

４月 11日号15

広告掲載のお申し込みは、行財政改革推進室まで。　※広告の内容は、市が保証や推奨をするものではありません。

▲�左から、玉川副市長、平野さん、
間宮さん、先﨑市長

県民健康づくり表彰を受賞

　茨城県の令和５年度県民健康づくり表彰
において表彰された、市食生活改善推進員
の間宮君枝さん（県知事賞）、平野智子さん
（県保健医療部長賞）が、３月５日、先﨑市
長を表敬訪問しました。
　この表彰は、長年にわたり地域のリー
ダーとして食生活改善に関する活動をして
きた功績が高く評価されたことにより贈ら
れたものです。

茨城県市長会民間自治功労者表彰を受賞

　２月 14日、県市長会民間自治功労者表
彰を、山下ひさ代さんと宮田一夫さんが受
賞されました。
　山下さんは、市青少年相談員として青少
年の非行防止と保護育成の徹底に貢献され
ました。
　宮田さんは、市スポーツ推進委員として
長年にわたり、市のスポーツ振興に貢献さ
れました。



●　●　●　●　●　●　●
●　●

元 気 な 顔 ‼

GE

NKINAKA OH!!

お子さんの写真を広報なかに掲載してみませんか？
ご応募お待ちしています。

【応募内容】　市内にお住まいの未就学のお子さんの写真
【応募方法】　�市ホームぺージ内の申し込みフォームから、

お気に入りの一枚を送付してください。

応募はこちらから

斉賀 菜
な ほ

穂さん 丸山 丈
じょうたろう

大郎さん斉賀 果
か ほ

穂さん

新たなる時代の幕開け「那珂市」誕生

　

▲那珂市開市式（平成17年1月21日）

　21 世紀の新しいまちづくりの建設に思いをはせ心血を注いできた那珂町と瓜連町の幾多の
人々の英知と努力が見事に開花し、平成 17 年１月 21 日、「那珂市」が誕生しました。

▲合併協定調印式（平成16年 7月12日）

市制20周年を振り返る
那珂市が誕生してから 20 年間に起きた出来事を振り返ります １１１１１
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